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１ はじめに 

 明峰クラブは２０２１年に茅野市立永明中学校（永明中野球クラブ）と茅野市立長峰中学校（長峰ク

ラブ）が合併する形で発足して５年目を迎える。地元企業からの協賛については、明峰クラブの渡辺雄

一監督から経緯や情報をいただいた。 

 

２ 協賛金を募った動機 

 これまで部活動地域展開を見越して指導体制や保護者を整えてきた。 

指導者は、前身のクラブから 10 年以上ボランティアとして活動。後進の指導者を探すも、ボランティ

アによる指導者を見つけることは容易でない。せめて指導に伴う活動経費の一部は補助したい。また、

クラブで借り上げる施設の補修などの経費は嵩む。持続可能なクラブ運営を図るため、保護者負担を増

額することも検討しつつ「地元企業のお力をお借りできないか。」と考えた。 

 協賛企業とは、「応援する応援される関係」だけでなく、地域奉仕活動やキャリア教育での連携を視野

に入れ提案させていただいた。 

 

３ 協賛企業 

＜茅野市＞ 

野村ユニソン株式会社  株式会社山長  有限会社ツバサ  株式会社今井緑化総業 

有限会社長峰スポーツ 

＜諏訪市＞ 

信州諏訪農業協同組合  株式会社ミクロ発條  LCV 株式会社  株式会社テンホウ・フーズ 

＜諏訪郡原村＞ 

有限会社石井企画  株式会社かめや  株式会社イツミ 

以上 諏訪地域の 12 社 

 

４ 各新聞報道の記事 

〇信濃毎日新聞 

「まるでプロ？ 中学生の野球クラブにスポンサーが 12 社 ユニホームには企業のロゴが

たくさん…打診した監督の熱い思い」 

 長野県茅野市の中学生軟式野球クラブ「明峰(めいほう)クラブ」は 4 月から、クラブを支援する地

元のスポンサー企業のロゴ入りユニホーム姿でプレーしている。スポンサー収入はチームを手弁当で支

えるコーチら指導者の資格更新費などに充て、持続可能な活動につなげる。プロ選手にも見えるいで

たちは「格好いい」とクラブ員に好評で、やる気アップにもつながっている。 

多くのスポンサー企業名が入ったユニホームを着る中学生 カキーン―。 

6 月中旬の夜、茅野市運動公園内の野球場での信州諏訪農協（本所・諏訪市）との練習試合。三遊間



にヒットを打った明峰クラブの選手が一塁へ全力で走った。ユニホームには信州諏訪農協、製造業の

野村ユニソン（茅野市）、飲食チェーン店「みんなのテンホウ」など諏訪地域の 12 社のロゴが入る。

内野手で永明中学校（茅野市）3 年小平悠斗さん（14）は「周囲から格好いいとうらやましがられる」

とはにかむ。 

明峰クラブは野球人口の減少が進む中で 2021 年、永明中、長峰中ごとに地域住民が教えていた二つ

の野球クラブが合併して発足。現在は原村原中の生徒も加わり、32 人が在籍する。監督、コーチは計

6 人。中部地方や東日本の大会へ県代表として出場することを目指している。 

監督が地元企業に打診。スポンサー募集は昨年、福井県内の中学生野球クラブで同様の取り組みが

あることを監督の渡辺雄一さん（55）＝茅野市＝が知ったのがきっかけ。早速、地元企業に打診する

とスポンサー料計 30 万円が集まった。指導者の交通費や天候不良時に練習で使う施設の維持費などに

充てる。 

大口の「胸スポンサー」の狙いは― 

大口の「胸スポンサー」を務める信州諏訪農協の野明光幸・茅野地区統括所長（55）は「地域貢献

し、子どもが不自由なく好きなことをする助けになればいい。地元産の農作物を食べるきっかけにも

なればうれしい」とする。 

部活動の地域移行を見据え、企業の支援を募る動きは県内で他にもあるが、県スポーツ振興課は、

ユニホームに企業名を入れる取り組みは「珍しいのではないか」とする。 

「野球に恩返し」― 

 渡辺さんは「野球に育てられたので、野球に恩返ししたい。次代につなげられるよう行政に頼るば

かりでなく、応援してもらう中で時代に適応した形で自立を模索したい」と話している。 

  



〇長野日報 

 

  



〇日本農業新聞 

 


